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平成 28 年度 第４回向日市社会教育委員の会議要旨 

日  時 平成 29 年２月 16 日（木） 午後２時～４時 

場  所 図書館 研修室 

出席委員 永井委員長、髙畑委員、植田委員、安田委員、横田委員、中本委員、黒住委員、藤井委員 

欠席委員 梅田委員、中埜委員、河村委員、山本委員 

事 務 局 
永野教育長、小賀野教育部長、野田課長、辻野中央公民館長、大島図書館長、玉城文化資

料館長、小田天文館長、渡辺文化財調査事務所長 

内  容 

議題１ 平成 29 年度社会教育関係団体等への補助金（予算案）について 

議題２ 平成 28 年度社会教育関係事業報告について 

議題３ 平成 29 年度社会教育指導の重点（案）について 

議題４ その他事項 
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○議題１ 平成 29 年度社会教育関係団体等への補助金（予算案）について 

 

－小中学校ＰＴＡ（９団体）、向日市 PTA 連絡協議会、青少年健全育成関係（３団体）、

子ども会（１団体）、スポーツ関係（３団体）への補助金交付について説明－ 

 

 ＜質   疑＞ 

向日市 PTA 連絡協議会補助金についてであるが、京都府 PTA 研究大会のために補助する

ということであるが、これは乙訓単位で開催されるということか。 

 

京都府 PTA 研究大会では、乙訓大会実行委員会が組織され、運営にあたることになる。 

向日市 PTA 連絡協議会も一定の負担をすることになるが、本補助金は、その一部を市が補

助するというものである。 

 

青少年健全育成連絡協議会の活動内容に、「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進があ

るが、具体的にどのような活動をしているのか。 

 

本協議会の構成団体の一つとして、向日市 PTA 連絡協議会があることから、PTA の活動

を通じての「早寝・早起き・朝ごはん」運動ののぼりの掲出、PTA 活動の中での本運動の

推進啓発があげられる。 
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「早寝・早起き・朝ごはん」運動は、家庭での親の支援があるかないかにも関わる。子

どもの貧困に絡んでくると、家庭の問題も出てくるので、質問をした。 

 

○議題２ 平成 28 年度社会教育関係事業報告について 

 

－生涯学習課、中央公民館、図書館、文化資料館、天文館、文化財調査事務所、事業に

ついて順次説明－  

 

＜質   疑＞ 

【生涯学習課事業について】 

 学校支援地域本部事業は、今年度は市内の小中学校７校で実施されているが、今後の予

定としてはどのように考えているのか。 

 

 平成29年度は、新たに１校拡大を予定しているが、向日市ふるさと創生計画には、平成

31年度までに、学校支援地域本部事業を全市立小中学校（９校）で実施と記載されている

ことから、この時期までに全校実施したい。 

 

京のまなび教室推進事業について、第２向陽小学校では、全学年の希望者を対象に補充

学習を行ったとのことであるが、具体的に何を実施したのか。 

 

第２向陽小学校では、計算学習を中心に実施している。 

 

第５向陽小学校では、学習サポートを中心に取り組んでいるが、小学校の近隣に向陽高

等学校や福祉施設があること、サポーターとして民生児童委員にお願いをしていること等

から、様々な年代の方々が参加している。本事業をきっかけに、顔見知りが増え、地域の

つながりができてきている。 

今後、ボランティア養成講座を予定しているとのことであるが、この講座の対象は、ど

のようになるのか。 

 

まだ企画の段階であるが、学校支援地域本部事業の実行委員、コーディネーターを中心

に考えている。 

 

学校支援地域本部事業は、学校ごとに取組内容が異なるので、講座の対象者が広がると

実施が難しいかもしれない。 

 

生涯学習推進サークル「まなぼうや」は、長く活動されているが、今後は、どのように

支援していくことを考えているのか。 

 

生涯学習推進サークル「まなぼうや」は、生涯学習ボランティア養成の通信講座修了者

を中心に組織されたものであり、活動を開始してから 20 年ほどたち、通信講座修了者以

外も入会しているが、現在会員は８人で、高齢化しているのが現状である。 

今年度は、中央公民館が休館しており、講座回数が少なくなっているが、継続して活動

していきたいという意向をもっておられ、引き続き広報等で支援していく。 

 

成人式は、とてもよい式であった。男女分かれることなく着席案内がされており、社会
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教育委員の意見を踏まえて、小学校の卒業アルバムの映像を使用してスライドショーを作

成されておりよかった。 

 

 ボールゲームフェスタは、「SOMPO」との名称が入っているがどうしてか。 

 

この事業は、日本トップリーグ連携機構と連携し市の費用負担なしで開催を予定してい

る。「SOMPO」とは、日本トップリーグ連携機構のスポンサー名である。 

 

【中央公民館事業について】 

ガールスカウトで活動をしているが、中央公民館が休館となったため、活動場所がなく

困っている。 

 地区公民館やコミュニティセンターは、ホームページ上で空き状況を見ることができな

いため、閲覧できるようにしてもらえればありがたい。 

 

現状では、ホームページ上で見ることはできないが、ご意見を踏まえて検討したい。 

 

市民文化展は、小学生の絵画を展示する緑化ポスター展を連携して実施したとのことで

あるが、様々な世代の方々が展示を見に来られたようでよかったのではないか。 

 

【天文館事業について】 

天文館の利用者は、市内、市外の方かどうかの把握はしているのか。 

 

一般投影については、把握はしていないが、特別投影は把握している。 

 

天文館での学習は、児童・生徒にとって、とてもよい機会である。学校では、授業の構

成上、見学の機会を設けることは難しいかもしれないが、学校とうまく連携できる方法が

あればと思う。 

天文館は、天文教室、天文学講座等、とてもよい事業を実施されており、社会教育施設

として誇れるものであると思うが、参加者が少ないのが残念である。 

 

団体投影は、どのような団体が来ているのか。 

 

保育所、幼稚園、小学校の順に多い状況である。市内の小学生に、無料券付の案内チラ

シを配布したが、なかなか利用が浸透しないところである。 

 

最近、子どもの理科ばなれが言われているが、子どもたちにとっては、関心のある分野

であると思う。きっかけがあれば、天文館事業に参加するのではないか。 

 

親子で天体観望会に参加したことがあるが、向日市にそのような体験ができる施設があ

ることがすばらしい。 

 

最近、星ソムリエという言葉もあることから、これを活用して事業を実施してはどうか。 

 

文化資料館、天文館が充実しているというのは、向日市として、とても誇れることであ

る。さらに、子ども達が向日市をふるさとと感じるような取り組みをしていってほしい。 
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向日市はまだ知名度が低いことから、天文館をまちおこしに活用してほしい。 

 

【全体について】 

ボランティアの活動が活発であるが、人員や活動内容はどのようになっているか。 

 

文化資料館のボランティアの活動状況については、20 年ほど前に施設アニメーター養

成講座を実施し、その修了者が活動を開始した。 

当初は、資料館の展示説明要員として活動を行なっていたが、その後、資料整理展示作

業も行うようになった。 

活動が長いことから、内容も専門的になっているが、全体的に高齢化し、人数も最も多

い時期の半数ほどとなっている。 

他市の文化施設においては、活動年数に期限を設けているところもある。本市では、ボ

ランティア希望者が少ないことから、本人の意向にそって活動いただいているが、新規希

望者が入りにくく、活動を活性化するのは難しい状況である。 

 

ボランティアに参加したい市民が多い社会状況であるが、活動を始める窓口として、ど

のようなものがあるか。 

 

図書館では、毎年、読み聞かせボランティアと本の修理ボランティアの養成講座を隔年

で開催しており、募集を行っている。 

今年度は読み聞かせボランティア養成講座を開催したが、２人の申し込みがあった。な

かなか人数は増えないが、スキルアップと新規募集を兼ねて開催している。 

 

他に何か意見はないか。 

 

今年度は、いくつかの社会教育の事業に参加したが、いくつか感想を述べたい。 

第１回人権研修会は、同和問題をテーマとした内容であったが、分かりやすく、同和問

題の知識を再整理できた。ただ最後に質問の時間がなかったのが残念であった。 

第２回目は、児童虐待をテーマとした内容であり、運営に社会教育委員が参加できよか

った。 

文化資料館で開催された西ノ岡衆をテーマとした講演会と、文化財調査事務所の「東ア

ジアの宮都から見た長岡京～百済王宮～」は、かなり専門的で難しかった。 

多くの人が向日市の歴史や文化に興味を持って聴講できる内容の方がよいのではない

か。 

 

「向日市ふるさと検定」には多くの方が受験したと聞いている。検定と連動して、向日

市の歴史講座を企画してはどうか。 

 

ご意見を踏まえて、今後は市民の皆様にとって分かりやすい講座の開催をめざしたい。 

 

○議題３ 平成 29 年度社会教育指導の重点（案）について 

－「社会教育指導の重点」（案）について説明－ 

 

人権教育について、追加記載されたとのことであるが、同和問題について、若い世代の

問題意識が低いせいか、研修会参加者が少ない状況である。参加すれば、必ず勉強になる
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生涯学習課長 

 

ので、社会教育関係団体の方々に、動員をお願いする等方法を考えた方がよい。 

 

社会教育関係団体には、案内しているが、さらに参加いただけるよう工夫したい。 

 

 

＜ 閉  会 ＞ 

 

 


